
絵画部門 彫塑工芸部門
議 長 賞 『錆びる』　前田　欣也（三田） 『四角錐々』　森内　隆（ゆめが丘）
教 育 委 員 会 賞 『アトリエ』　稲田　花梨（上野桑町） 『大輪（菊）伊勢型紙』　馬塲　隆（小田町）
第 2 0 回 記 念 賞 『杜のリフレクション』　二神　祐美（名張市） 『79年目の彼岸』　坂口　弘三（音羽）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『いのちを生きてきたこと』　森川　隆夫（依那具） 『忍法コテツ・分身の術』　渡邊　智代（生琉里）
岡 田 文 化 財 団 賞 『島の流れ』　竹住　友杏（上野高校） 『なごみ』　福岡　資弥（岩倉）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『オアシス』　福田　優衣（上野高校） 『革絵』　冨岡　清美（千戸）
上野商工会議所会頭賞 『ピエロの見た夢』　森岡　達生（上野西大手町） 『俳聖殿・白川郷』　福森　弘二（新堂）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『アフリカン・マダム』　岡角　飛乃生（上野丸之内） 『伊賀の心』　月井　克也（予野）

奨 励 賞
『卒業』　森岡　華子（上野高校） 『青龍と玄武』　福永　泰治（柘植町）
『帰り道』　奥深　綾菜（上野高校） 『柔和』　松山　莉々花（小杉）
『忘れちゃった』　ホリノ　ユキナ（上野高校）

写真部門 書部門
議 長 賞 『なに思う女』　月井　克也（予野） 『西行のうた』　馬場　知江子（緑ケ丘西町）
教 育 委 員 会 賞 『哀愁』　中森　晴子（猪田） 『杜甫詩』　猪上　一美（緑ケ丘南町）
第 2 0 回 記 念 賞 『雪洞』　福岡　資弥（岩倉） 『竹内勝太郎の詩』　岡本　京子（外山）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『夏の音色』　林　佳代子（ゆめが丘） 『臨 文徴明 行書詩巻』　奥　絢花（上野高校）
岡 田 文 化 財 団 賞 『夜アソビ ～光のトンネルを駆ける～』　小路　博之（上野車坂町） 『あふことの』　服部　富子（佐那具町）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『宵山賑わう』　尾登　誠（島ケ原） 『李白の詩』　松本　真理子（服部町）
上野商工会議所会頭賞 『青空にとどけ』　福森　暁惠美（荒木） 『玄』　菅　康子（千歳）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『見つめる先で』　田靡　総一郎（あけぼの学園高校） 『小倉百人一首のうた』　稲森　政代（上之庄）

奨 励 賞
『湖畔の春』　松本　嗣（小杉） 『子規の春の句』　南出　知子（朝屋）
『Dream catcher』　中出　凛人（上野高校） 『百人一首抄』　福森　千恵子（古山界外）
『姉妹』　和田　聖也（ゆめが丘） 『清乾隆皇帝　七情箴より「欲」』　村田　凛々花（上野高校）

第 20回伊賀市民美術展覧会

市展「いが」
　３月 19日㈬から 23日㈰までの５日間、伊賀市文化会館で
市展「いが」を開催しました。
　期間中は、入賞・入選作品と審査員などの作品を含む絵画
部門 43点、彫塑工芸部門 36点、写真部門 63点、
書道部門 32点の合計 174 点を展示しました。市
展「いが」賞作品と入賞者（敬称略）を紹介します。

写真部門
『魔法のボール』
川島　齊（島ケ原）

彫塑工芸部門
『上人坐像』
前川　良雄（田中）

書部門　『国木田独歩の詩』中島　睦子（下柘植）

【問い合わせ】
○文化振興課　☎ 22-9621　℻  22-9619　 bunka@city.iga.lg.jp
○（公財）伊賀市文化都市協会　　☎ 22-0511　℻  22-0512

絵画部門
『煩悩』

筒井　伸二（緑ケ丘南町）

◆市展「いが」賞

まま ちち かか どど 通通 信信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

未来への約束を、 公正証書が守ります！

伊賀上野公証役場

三重県伊賀市上野丸之内 28 番地　ラフォーレビル3階

電話０５９５－２３－６５４９（上野市駅から徒歩 2 分）

終活

離婚

①遺言、②財産管理等委任契約、③任意後見契約、

④死後事務委任契約、⑤尊厳死宣言

①養育費支払、②財産分与、③年金分割合意など

検索伊賀上野公証役場
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JR 関西本線 直通列車が伊賀上野駅に
やってきました

　２月 16日㈰・22日㈯の２日間、名古屋駅と伊賀上野駅を直通
で結ぶ実証列車の運行が行われました。JR東海と JR西日本のエリ
アをまたいで運行するのは、2006年まで名古屋駅から奈良駅まで
を運行していた急行「かすが」以来、約 19年ぶりです。
　実証列車は両日とも満席となり、伊賀上野駅は多くの鉄道ファン
でにぎわいました。

１．普段は快速「みえ」として走行する列
車（キハ 75形）が伊賀上野駅に停車
する貴重な様子を、多くの人が写真に
収めていました。

２．列車には「臨時」の表示がされました。
３．22日には上野高校の生徒による駅ピ
アノの演奏があり、美しい音色が乗客
を出迎えました。

４．稲森市長が乗客とともに伊賀鉄道に乗
り換え、上野市（忍者市）駅に到着後、
新しい忍者衣装をお披露目しました。

１．クイズなどを交えて楽しく学びました。
２．こどもたちからはたくさんの疑問や感想
が挙げられました。

３．この日の給食は「忍者の日献立」として、
巻き物を模した「忍び巻きごはん」や、
うずらがくれの術にちなんだ「うずらが
くれの忍者汁」が提供されました。

４．稲森市長もこどもたちと一緒に給食をい
ただきました。

　２月 17日㈪、２月の忍者市月間イベントとして、上野北小学
校６年生を対象に稲森市長が出前授業を行いました。
　「『伊賀忍者』って何じゃ？」をテーマとした授業で、忍者の任
務や、忍者が伊賀で生まれた理由など、アニメや漫画で登場する
忍者とは違った実際の忍者の姿について学びを深めました。

忍者市市長　上野北小学校で出前授業
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